～　子どもさんがおられる家族の方へ　～
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子どものためにタバコをやめましょう

洲本市休日等応急診療所
●　喘息、中耳炎、気管支炎、肺炎、髄膜炎をおこします
親がタバコを吸っている家庭の子どもは、喘息に２～5倍なりやすく、治りにくく、さらに重症化しやすくなります。親が禁煙した家庭では、9割の喘息の子どもが良くなり、親が喫煙を続けた家庭では、7割以上の子どもの喘息が良くなりません。中耳炎や気管支炎、肺炎、髄膜炎などを起こす子どもも、家庭内に喫煙者がいる家庭に多いことがわかっています。
（出典:加濃正人：タバコ病辞典　吸う人も吸わない人も危ない.実践社，2004.）
●　知能低下をおこします
タバコに含まれる一酸化炭素やニコチン、発癌物質などの有毒物質が子どもに蓄積して、突然死や知能低下、先天異常を起こします。例えば、鉛は幼弱な赤ちゃんの脳に蓄積して知能低下を起こすことが知られています。妊婦や赤ちゃんの周りでの喫煙も同じように危険です。

[image: image2.emf]妊婦の喫煙本数と11歳児の知能指数との関係

[image: image3.png]



(出典：N.R.Butler & H.Goldstein: Brit Med J,1973)
喫煙しない妊婦と比べると知能指数は6以上低くなります
（知能指数が低くなるほか、言語機能の低下、他動児・行動障害が増加することがわかっています）

●　突然死をおこします

乳幼児突然死症候群の6割以上が、妊婦自身の喫煙や、妊婦や赤ちゃんの周囲の喫煙と関係があります。妊婦自身や赤ちゃんをタバコの煙に晒さないことが乳幼児突然死の最大の予防になります。

（出典：Peter S Blair：Smoking and the sudden infant death syndrome: results from 1993-5 case-control study for confidential inquiry into stillbirths and deaths in infancy. Brit Med J 1996;313:195-198 (27 July)）

●　先天異常の原因となります
先天性心疾患や口蓋裂、無脳症などの先天異常は妊婦の喫煙と関係があります。
（出典：喫煙と健康-喫煙と健康問題に関する報告書　第2版,厚生省編,保健同人社,p130-132）

●　子供がいる車内では絶対にタバコを吸ってはいけません

車の窓を閉め切って喫煙すると、車内の有害物質が法定基準の12倍になり1時間以上もとに戻らず、窓を開けて吸っても法定基準の9倍になり30分間もとに戻らず、子どもが吸い込みます。
（出典:中田ゆり他：サービス業における受動喫煙─現状と今後の対策─.治療2006年3月号、南山堂）
●　アスベストよりも危険なタバコのけむり

非喫煙者が1日１時間、喫煙者とともに同室で過ごすと、アスベストを含有する建物で20年間を過ごすよりも、肺癌を発症する確率が100倍近く高くなります。
（出典: Doll R, Peto J, Asbestos-Effects on health exposure to asbestos. Her Majesty`s Stationary Office, 1985）
●　屋外で吸っても子どもに害が及びます

屋外だけで喫煙しても、吐く息に含まれるタバコ由来の有害物質によって、周りの人が健康被害を受けることが指摘されています。換気扇や空気清浄機もタバコの害をなくす効果はありません。
（出典：PEDIATRICS Vol.113　No.4 April 2004；291-295など[image: image4.wmf]95
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）
喫煙から受ける子どもへの影響は、命に関わるほど大きいのです。あなたの子どもを、タバコから守って下さい。もしも、あなたやあなたのまわりのご家族の禁煙が難しいなら、ぜひ、ご相談下さい。必ず禁煙できます。

参考：洲本市禁煙専門外来ホームページ　http://www1.sumoto.gr.jp/shinryou/kituen/
2006年版
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